
質  問  書 
※ このMS-WORD 文書のまま送付お願いいたします。（PDF 等のフォーマットへ変換しないでください） 

2020年 9月 4日 

「アフリカ地域南北回廊における円滑な OSBP運営管理能力強化プロジェクト 」 

 （公示日：2020年 8月 26日／公示番号：20a00391）について、質問と回答は以下の通りです。 

 

通番号 当該頁項目 質問 回答 

 契約履行期間（予定） 企画競争説明書の記載箇所によって「想定され

る契約履行期間の分割方法」が異なります。後

者（以下②）を正として良いでしょうか。 

① 説明書ページ 1：  

「以下 4つの契約履行期間に分けて・・・」、 

第 1期：2020年 11月～2022年 1月 

第 2期：2022年 2月～2024年 1月 

第 3期：2024年 2月～2025年 3月 

② 説明書ページ 23： 

「以下の 3つの契約期間に分けて・・・」 

第 1期：2020年 11月～2022年 3月 

第 2期：2022年 4月～2024年 3月 

第 3期：2024年 4月～2025年 3月 

前者①を正としていただくようお願い致します。た

だし、期分けは合計 3 つとなるため、ご留意願い

ます。 

「以下 3つの契約履行期間に分けて・・・」 

第 1期：2020年 11月～2022年 1月 

第 2期：2022年 2月～2024年 1月 

第 3期：2024年 2月～2025年 3月 

 

 企画競争説明書 P25  

（３）第 3国研修の実施 

説明書P25の第 3国研修に関して、見積におい

て現段階で適切な価格が設定できるように、研

修期間（先方との協議により定められると思いま

すが、1 週間程度を想定すればよろしいでしょう

か？）、参加人数、参加者のフライトのグレード

（ビジネスもしくはエコノミー）、Allowance に関す

ご理解のとおり、本件は先方政府との協議結果

で変更の可能性がありますが現状の想定では以

下のとおりです。 

 

期間：1種間程度 

参加人数： 各国 5 名（歳入庁本部より管理職 2



る想定額（通常相手国の規定により定まると想

定しています）の想定をお知らせいただければと

思います。 

また、これらの内容は実施に当り先方と協議して

決めることになるかと思いますが、見積時と設定

が変わってしまう場合には、契約変更等により対

応いただけるということでよろしいでしょうか？ 

名、国境職員管理職 1名、現場職員 2名） 

フライトグレード：管理職はビジネス、現場職員は

エコノミー 

Allowance： 現段階では想定困難ですが、JICA

課題別研修の金額を基準にご判断ください 

 

見積もり時の設定から変更が生じ、その理由が

妥当であれば必要に応じて費目間流用、契約変

更等で対応致します。 

 企画競争説明書 P26 

（３）第 3国研修の実施 

左記の第 3 国研修については、説明書に「第 2

期の研修結果を踏まえ必要に応じ追加の研修を

検討する」とあるため、プロポーザルで具体的内

容を提案することにはなっていますが、本提案

書の見積には含めなくて良いと理解しています。

その理解でよろしいでしょうか？ 

ご理解のとおりです。現時点では追加研修は見

積もりより除外頂いて結構です。 

本件集が必要となる場合は、妥当性を鑑みたうえ

で必要に応じて費目間流用、契約変更等で対応

致します。 

 企画競争説明書 P22  

（１１）コストシェアリングについて 

説明書 P22 においてコストシェアリングについて

R/D における合意を示していただいています。

「 Training, Seminar, and OJT 」 に お け る

Transportation は実施機関による負担となって

いますが、本業務の活動に関わる会合（RJCC、

JTC、JBCC、JSC 等）における Transportation

や会場の手配といったロジは実施機関側で手配

されるということでよろしいでしょうか？ 

また、「Training, Seminar, and OJT」 に関して

は International Flightについては言及されてい

ませんが、Domestic transportationの一部と考

えて実施機関側の負担と想定するということでい

活動に関わる会合のうち、各負担事項は下記の

通り整理致します。 

 

RJCC： 実施するホスト国が Transportation、会

場等を手配 

JTC、JBCC、JST： 参加者内で各都市間の移動

が発生する場合は、プロジェクトにてロジや

Transportation を負担、また不公平が生じないよ

う、（国内のものも含め）全対象者に日当、宿泊費

をプロジェクト負担で支払うことを想定。 

※ 参考までに、東部アフリカにて実施されたプロ

ジェクトの国境では下記の単価設定としてい



いでしょうか？JSC 等においては、どちらかの首

都等に集まって会合を開くことがあると想定され

るので、厳密に言うと International Flight となる

Transportation が必要となると考えていますが、

その想定でよろしいでしょうか？ 

その一方で、アフリカにおけるローカルのフライト

の予約は日本ではできない部分が多いため、受

注者で手配を行うためには再委託しないと手配

ができないと想定しています。 

た。本プロジェクトにおける単価は今後関係

者と協議の上、決まることとなるが、見積もり

時にはこちらを参考としてください。 

 

ナマンガ、その他ケニア／タンザニア間国境 

費目                  単価 

宿泊費（日当込み）       USD 50/泊 

移動日日当（宿泊後の移動日） USD 15 

往復旅費 ナイロビ－ナマンガ USD 40 

往復旅費 アルーシャ－ナマンガ USD 40 

 

国境での活動は（対象職員が基本的には大きな

移動が発生しない前提となるため）実施機関がロ

ジや Transportation を手配。 

 

International Flightについて 

国境をまたぐ移動が発生する場合、必要に応じて

プロジェクトにてフライト（もしくは陸路移動）を負

担。国内での活動の場合は先方負担を想定して

いるものの、実施が困難な場合は別途対応を検

討。 

 

ローカルフライト等での再委託については、その

妥当性が認められれば再委託契約を妨げるもの

ではありません。必要に応じてプロポーザルにて

ご提案頂くようお願い致します。 



 企画競争説明書 P20  

（４）他の国際機関との連携の検討 

説明書P20において IOMとの連携セミナーの開

催を想定するとありますが、この開催に関するア

レンジは受注者が実施するわけではなく、別途

実施されるということでよろしいでしょうか？ 

仮に受注者が開催のアレンジをする場合には、

開催場所、参加人数、カバーする必要がある費

用についてご教授いただければと思います。 

IOM 連携セミナーについては現状ではまだ実施

主体等が確定していないため、見積もりに含めて

いただく必要はありませんが、参考情報としては

下記のアイディアが出ていることをお伝えします。 

なお、受注者によるアレンジが必要となる場合に

は契約変更にて対応致します。 

 

開催場所：国境管理施設 

参加人数：未定（両国の税関職員、検疫職員、及

び入管職員を対象と想定） 

 

 企画競争説明書 P32  

５．業務用機材 

説明書P32に業務用機材として3台程度の車両

と取締用資機材が言及されています。これらの

機材は受注者が購入することを想定されている

のでしょうか？もし購入する場合には見積に入

れる必要があるのでしょうか？もし見積に入れる

必要がある場合には、見積ができる程度の仕様

をご教授いただければと思います。 

本件は受注者による購入は想定していません。

必要性が生じた際には契約変更等で対応致しま

す。 

 企画競争説明書 P21-22 

（８）広報について 

説明書 P21-22 において広報活動に言及されて

います。その活動について提案をすることになっ

ているかと思いますが、「コンサルタントは JICA

技術協力プロジェクト・ホームページの作成・運

営を含め、積極的な活動および成果の発信を行

うこととする。」と言及されている部分について

は、受注者側がホームページ等の作成をしてそ

の費用を計上することを想定されていますか？

それとも貴機構のホームページに必要なインプ

JICAホームページ掲載時へのインプットを想定し

ています。 



ットを行うことを想定されているでしょうか？ 

 

以 上 

 


